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複数手法の選択的使用による手書き漢字認識の高速化

川野 都子

大分類部で用いられる ���������	 距離と識別部で用いられる投影距離の複数手法を選択

的に使用することにより、認識系全体の高速化を図る方法を提案する。本手法ではカテゴリ

別にあらかじめ用意しておいた閾値を用いて、大分類部で得られた第１位候補のパターンを

識別処理に移行させるか否かを選択する。そのため、識別処理に移行しないパターンは、認

識結果として直接出力されるため、識別部にかかる負担は軽減され、認識処理を高速化する

ことができる。本手法の有効性を検討するため、基本認識系と本手法による比較実験を行っ

た。この結果、本手法は基本認識系に比べ、認識率が 
���％から 

��％と ���％向上し、

識別部での処理量を ���
倍に低減することができた。これにより複数手法を選択的に用い

ることの有効性が明らかとなった。
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